
美
味
し
い
お
米
に
育
っ
て
ね

　
７
月
６
日
、
平
尾
保
育
園
の
園
児
た
ち
が
田
植
え
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
園
児
た
ち
は
泥
の
感
触
を
楽
し
み
な
が
ら
「
大
き
く
育
っ
て
」

と
願
い
を
込
め
、
１
本
ず
つ
丁
寧
に
苗
を
植
え
付
け
て
い
き
ま
し
た
。



①②

③

④

⑤

⑥

　

令
和
元
年
度
長
島
町
消
防
操
法
大

会
が
６
月
30
日
、
蔵
之
元
漁
港
で
あ

り
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
町
内
の
11
分
団
か
ら
ポ

ン
プ
車
の
部
に
11
チ
ー
ム
、
小
型
ポ

ン
プ
の
部
に
17
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま

し
た
。開
会
式
で
川
添
健
町
長
が「
昨

年
度
、
本
町
消
防
団
が
全
国
大
会
準

優
勝
を
飾
り
、
全
国
か
ら
注
目
を
集

め
る
存
在
と
な
っ
た
。
レ
ベ
ル
の
高

い
競
技
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
選

手
を
応
援
し
よ
う
と
、
家
族
や
地
域

住
民
ら
が
参
加
す
る
ほ
か
、
他
市
町

の
消
防
団
関
係
者
も
観
覧
に
訪
れ
る

な
ど
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し

た
。

　

降
り
し
き
る
雨
の
中
で
行
わ
れ
た

今
大
会
、
選
手
た
ち
は
集
中
力
を
切

ら
さ
ず
に
直
前
ま
で
動
作
確
認
を
行

い
、
出
番
を
待
ち
ま
し
た
。
競
技
に

入
り
、
指
揮
者
の
号
令
が
か
か
る
と

要
員
た
ち
は
機
敏
な
操
法
技
術
を
披

露
。
仲
間
の
団
員
た
ち
も
ず
ぶ
ぬ
れ

に
な
り
な
が
ら
も
、
固か

た
ず唾
を
の
ん
で

見
守
り
ま
し
た
。「
撤
収
」
の
号
令

直
後
、
選
手
の
表
情
は
安
堵
に
変
わ

っ
て
い
ま
し
た
。
観
客
は
温
か
い
拍

手
を
送
り
、
競
技
を
や
り
遂
げ
た
選

手
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

大
会
の
主
な
成
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。

令
和
元
年
度
長
島
町
消
防
操
法
大
会

いざ本番一本勝負

①火点を狙い勢いよく放水
②３番員と４番員の息を合わせた吸管展長
③大雨の中、懸命にホースを担いで走る指揮者と１番員
④方向を確認してホース展張
⑤火点めがけて走り出す指揮者
⑥視線をそらさず筒先員を交代

ポ
ン
プ
車
の
部

　

優
勝　

城
川
内
分
団

　

２
位　

蔵
之
元
分
団

　

３
位　

獅
子
島
分
団

小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

優
勝　

城
川
内
分
団
唐
隈
班

　

２
位　

蔵
之
元
分
団
小
浜
班

　

３
位　

城
川
内
分
団
城
川
内
班

総
合
の
部

　

優
勝　

城
川
内
分
団　

　

２
位　

蔵
之
元
分
団

　

３
位　

指
江
分
団

［
個
人
賞
］

ポ
ン
プ
車
の
部

　

指
揮
者　

宮
内
也
寸
志（
城
川
内
分
団
）

　

１
番
員　

生
田　

誠
二（
中
央
分
団
）

　

２
番
員　

増
田　

翔
太（
城
川
内
分
団
）

　

３
番
員　

中
橋　

隆
耶（
獅
子
島
分
団
）

　

４
番
員　

湯
田　

智
之（
城
川
内
分
団
）

小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

指
揮
者　

飯
尾　

祐
樹

　
　
　
　
（
城
川
内
分
団
城
川
内
班
）

　

１
番
員　

向
江　

太
佑

　
　
　
　
（
城
川
内
分
団
唐
隈
班
）

　

２
番
員　

野
中　

将
平

　
　
　
　
（
城
川
内
分
団
唐
隈
班
）

　

３
番
員　

小
田　

直
輝

　
　
　
　
（
城
川
内
分
団
唐
隈
班
）

大
会
成
績

23



↑開店を祝うテープカット

↑協定式で署名を終えて、握手を交わす飯塚代表
取締役社長（写真左）と川添町長

　

６
月
７
日
か
ら
17
日
ま
で
令
和
元
年
第
２
回
長
島
町
議
会
定
例
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
長
島
ぐ
る
っ
と
造
形
物
探
訪
ふ
れ
あ
い
施
設
整
備
事
業
や

浦
汐
屋
茅
屋
線
、
早
尾
掛
線
、
指
江
川
床
線
の
整
備
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
７
億
９
２
８
２
万
８
千
円
追

加
、
総
額
１
１
６
億
４
７
４
３
万
４
千
円
）
や
鷹
巣
診
療
所
建
設
事
業
費

11
億
１
０
１
１
万
５
千
円
を
追
加
し
た
長
島
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

な
ど
４
つ
の
特
別
会
計
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
島
町
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例
の
制
定
や
長
島
町
介
護
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
13
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、教
職
員
定
数
改
善
な
ど
を
求
め
る
陳
情
１
件
が
採
択
さ
れ
、

同
趣
旨
の
意
見
書
提
出
も
決
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
追
加
さ
れ
た
予
算
の
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
活
性
化
で
連
携
協
定

　

町
で
は
、
町
民
視
点
で
の
行
政
運
営

と
健
全
な
財
政
運
営
の
た
め
に
、組
織
、

職
員
、
仕
事
の
質
的
向
上
を
図
る
た
め

の
改
革
を
柱
と
し
て
「
第
３
次
長
島
町

行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
18
年
12
月
以
降
、
２
次
に
わ

た
り
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
を
図
り
、

財
政
構
造
の
健
全
化
な
ど
に
努
め
て

き
ま
し
た
。
職
員
定
員
に
つ
い
て
は
、

平
成
18
年
度
に
２
０
１
人
だ
っ
た
定

員
を
、
平
成
30
年
度
に
は
１
５
６
人

ま
で
削
減
し
、
行
政
の
ス
リ
ム
化
を

図
り
な
が
ら
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
近
年
の
自
治
体
を
取
り
巻

く
状
況
は
、
地
方
分
権
の
推
進
や
住

民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
に
よ
る
業

務
量
の
増
加
な
ど
で
、
現
行
の
執
行

体
制
で
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
本
町
の
行
政
経
営
は
、
長
期

的
な
自
主
財
源
の
乏
し
さ
に
加
え
て
、

地
方
交
付
税
の
減
収
や
普
通
交
付
税

の
合
併
支
援
（
合
併
算
定
替
）
の
段

階
的
縮
減
、
義
務
的
経
費
の
増
加
な

ど
で
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
財
政
状
況

が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
に
対
応
し
て
い
く

た
め
に
は
、
徹
底
し
て
公
共
施
設
運

営
や
事
務
事
業
を
見
直
す
と
と
と
も

に
、
組
織
と
し
て
の
総
合
力
を
高
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

行政改革４つの基本方針と
その取り組み内容

１．協同の町政運営と情報共有の推進
①町民参画の推進
　審議会などの開催やパブリックコメントの実施
など、さまざまな手法を用いた町民参画の拡充に
努める。
②協働によるまちづくりの推進
　行政だけでなく町民一人ひとりが問題意識を共
有し、永続的な町の発展、幸福度アップのために、
町民と行政、各種団体などが対等なパートナーと
してまちづくりを担う仕組みづくりを推進する。
③情報発信力の向上と情報の共有	
　町が保有する情報は、さまざまな媒体を用いた
分かりやすい提供に努め、町民と行政との情報の
共有化を図る。
　行財政経営の公平性、透明性の向上を図る。
④地域強じん化への対応
　各地域において強じん化を推進する担い手が適
切に活動できる環境整備に努めるとともに、女性、
高齢者、子ども、障がい者、観光客、外国人など
に配慮して施策を講じる。

２．効率的・効果的な行政運営
①住民サービスの向上
　ICT の有効活用などにより一層効果的で的確な
事務執行に努め、最適化を図る。
②行政サービスのオープン化・先進技術の活用
　公文書管理の適正化やペーパーレス化により情
報の共有・オープン化を図る。AI や IoT などの
先進技術を活用した業務の検討を行う。
③民間活力導入・アウトソーシングの推進	
　事務事業の再編・整理・廃止・統合などを進め
るとともに民間の専門知識やノウハウで、住民
サービスの効率化が図られると判断される業務
は、アウトソーシングの拡大や民営化などの可能
性を検討し、導入を推進する。

３．創造的な組織づくりと人材育成
①機能的な組織体制・環境整備の検証
　社会情勢の変化や町民ニーズに対応するため、
固定概念にとらわれない機能的な事務事業の手法
を検討し、限られた人的資源を効率的に活かす組
織体制・環境整備を検証する。
②職員の資質向上
　「長島町民の役に立つ人のいるところ」の実現
を図るため、ICT などの活用による職場環境の改
善や PDCA サイクルによる業務プロセスの改善
などを行うことにより、職員の資質向上に努める。
③人材の育成と活用
　職場内における実務研修や職制ごとの職員研修
所などにおける研修の実施、先進事例などの調査
研究、人事評価制度を活用した人材育成を進め、
職員の意識改革と能力開発を図る。
④働き方改革の加速
　「長時間労働＝しっかり仕事をしている証」と
いう意識を改め、すべての職員が健康でやりがい
を持って働き、限られた時間で成果を上げる働き
方へと「働き方改革」を加速させる。
⑤定員管理・給与などの適正化
　国の制度改革を見据え、社会情勢の推移を踏ま
えながら、職員定数や職員給与、労働配分率など
の適正な見直しを行う。　　

４．将来にわたる財政の健全化
①歳出削減の実施
　事務事業の見直しによる再構築や重点化する主
要事業の優先度などを検証し、次年度の予算編成
に向けた事業の選択と集中により、財政支出の抑
制を図る。
②歳入確保策の検討
　安定した財政基盤の確立に向けて、町税収入の
安定化や受益者負担の適正化など、歳入の確保に
努めるとともに、新たな手法による財源の確保に
取り組む。
③財政マネジメントの強化
　行政評価を実施して歳入確保や歳出抑制を図り
ながら、安定的な財政基盤の構築に努めるととも
に、経年劣化が進む公共施設への対応など、将来
にわたる財政の健全化のための改革に取り組む。

　
本
町
と
株
式
会
社
南
九
州
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
（
鹿
児
島

市
・
飯
塚
隆
代
表
取
締
役
社
長
）
に
よ
る
地
域
活
性
化
と
住

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
式
が
６
月
21

日
、
指
江
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
住
民
の
生
活
の
利
便
性
向
上
に
貢
献
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
安
全
・
安
心
、
防
災
協
力
、
観
光
振
興
に

関
す
る
こ
と
な
ど
８
項
目
の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た
も
の

で
、
町
の
特
産
品
を
使
っ
た
新
商
品
の
開
発
・
販
売
も
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

協
定
式
で
、
川
添
町
長
は
「
１
次
産
業
の
振
興
や
地
域
の

安
全
に
貢
献
す
る
拠
点
と
し
て
期
待
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
同
庁
舎
敷
地
内
に
建
設
さ
れ
た
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
な
が
し
ま
指
江
店
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が

行
わ
れ
、
開
店
と
と
も
に
多
く
の
住
民
ら
で
店
内
は
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

指
江
地
区
コ
ン
ビ
ニ
開
店

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

13
議
案
を
可
決
　
　

第
２
回
町
議
会
定
例
会

町民保健課
予防接種事業（風しん） 2,543 
福祉事務所
プレミアム付商品券事業 19,915 
水産商工課
特定離島ふるさとおこし推進事業（ヒラメ放流） 4,900
太陽の里遊具修繕 2,634
景観推進課
耐震改修促進事業及び危険空家解体撤去事業 13,788
指江地区景観整備事業 13,838
長島ぐるっと造形物探訪ふれあい施設整備事業 24,382
農林課
革新的種イモ自給体制構築プロジェクト委託料 7,800
鹿児島いずみ農協果実集出荷貯蔵施設建設補助金 18,225
イノシシ進入防止柵（ワイヤーメッシュ）など設置補助費 19,668
獅子島地区林道整備事業 9,500
耕地課
片側地区樹園地モノレール整備 16,000
湯ノ口地区樹園地農道整備 5,179
建設課
長島・ぐるっと一周景観整備事業（石張り工事） 21,980
指江川床線の整備 2,250
浦汐屋茅屋線の整備 64,080
早尾掛線の整備 16,700
橋りょう維持補修事業（金磯橋、尾川内橋、山中橋） 10,000 
教育総務課
川床小学校トイレ改修事業 10,034
鷹巣・長島中学校トイレ改修事業 37,810
獅子島の子落とし塾 2,000
社会教育課
令和記念コンサートの開催委託料 5,900 
診療所
鷹巣診療所建設事業 1,110,115

総務課
耐震性貯水槽整備（山門野、小浜） 14,779
企画財政課
獅子島フェアの開催 2,500 
獅子島ふれあい交流の開催 3,000 
島内コミュニティバス、島内連絡車整備事業 12,677 
海上輸送費支援補助金 3,702 
地方創生課
エネルギー構造高度化・転換理解促進事業 29,361 

（単位：千円）

追加された予算の主な事業

第
３
次
長
島
町
行
政
改
革
大
綱
を
策
定

組織・職員・仕事の質的向上を目指して

行政改革計画期間
令和元年度から令和５年度までの５年間
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ま
だ
若
い
か
ら
大
丈
夫
？

　

町
で
は
、　

現
在
特
定
健
診
・
長
寿
健
診
・
胃
が
ん
検
診
な
ど
を
実

施
中
で
す
。
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
広
報
長
島
４
月
号
14
ペ
ー
ジ
を
確

認
く
だ
さ
い
。
20
歳
か
ら
39
歳
の
か
た
を
対
象
に
、
先
着
50
人
が
無
料

で
受
診
で
き
る
「
39
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
安
心
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
、
自
分
の
体

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

医療保険料などが見直されます
　年金収入などが 80 万円以下などの要件を満たすかたは、以下のような介護保険料の軽
減強化や年金生活者支援給付金の支給の対象となります。
　詳しくは問い合わせください。

◎問い合わせ先　役場町民保健課国民健康保険係　☎（86）1157［直通］

高齢者医療保険料の見直し
○年金収入 80 万円以下などの要件を満たすかたの軽減率は法令上７割削減（月
平均 1,260 円）ですが、これまでは特例的に９割削減（月平均 420 円）でした。
○今年度は８割削減（月平均 840 円）になります。

年金収入 80万円以下のかたが対象

○介護保険料の軽減額は保険者ごとに異なります。
○年金生活者支援給付金の金額は、受給中の年金の
種類や所得額によっても異なります。

年金生活者
支援給付金の支給
（基準額月 5,000 円　※１）

介護保険料の軽減
（月平均 460円軽減　※２）

※２　保険料を年金から
の引き落としで納めている
場合、引き落とし額への影
響は、10 月からです。

年金保険料
納付済期間

給付金額
（月額）

480 月 5,000 円

240 月 2,500 円

120 月 1,250 円

※１　年金保険料を納め
た期間などにより支給額は
異なります。

例

年　金 年　金

支援給付金

介護保険料
介護保険料

介護保険料と年金生活者支援給付金の見直し

年度の前半（４月から８月）は前年度の２月の引き落とし額と同額となり、
後半（10 月から２月）で年間の保険料を調整します。
引き落とし額への影響は、10 月からです。

▼保険料を年金からの引き落としで納めているかた

平成 30 年度年額 5,000 円（月平均 420 円）

800 円 800 円 800 円 1,000 円 800 円 800 円
４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

今年度年額 10,100 円（月平均 840 円）

800 円 800 円 800 円 2,700 円 2,500 円 2,500 円

４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

（注）掲載した金額は、平成 30 年度・令和元年度の鹿児島県の保険料均等割額より算出。

▼年金からの引き落とし金額の例

健
診
（
検
診
）
を
受
け
ま
し
ょ
う

本
町
の
特
定
健
診
受
診
状
況

　

グ
ラ
フ
１
は
、
平
成
30
年
度
に
実
施
し
た
本
町
の
特
定
健
診
年
代
別

受
診
状
況
で
す
。
男
女
と
も
に
40
歳
か
ら
44
歳
ま
で
の
受
診
率
が
最
も

低
く
、
年
代
が
上
が
る
に
連
れ
て
、
受
診
率
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

仕
事
や
家
庭
の
こ
と
で
時
間
が
取
り
に
く
い
40
代
の
か
た
こ
そ
、
健

診
受
診
の
意
識
を
高
め
、
病
気
の
早
期
発
見
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
病
気
に
な
っ
た
ら
、仕
事
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

本
町
の
生
活
習
慣
病
に
関
わ
る
医
療
費

　

不
健
康
な
生
活
が
要
因
で
発
症
す
る
生
活
習
慣
病
は
、
重
症
に
な
る

ま
で
、
痛
み
な
ど
の
自
覚
症
状
が
な
い
た
め
、
健
診
で
明
ら
か
に
な
る

ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。発
症
に
気
付
か
ず
症
状
が
悪
化
し
て
か
ら
、

病
院
に
か
か
る
と
、
医
療
費
も
高
く
な
り
ま
す
。

　

グ
ラ
フ
２
は
、
平
成
30
年
度
の
町
内
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
掛
か

っ
た
生
活
習
慣
病
に
関
わ
る
医
療
費
で
す
。
外
来
で
は
高
血
圧
症
と
糖

尿
病
、
入
院
で
は
虚
血
性
心
疾
患
と
脳
血
管
疾
患
の
割
合
が
多
く
、
腎

不
全
は
入
院
、
外
来
と
も
に
医
療
費
が
多
く
掛
か
っ
た
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
　

　

役
場
町
民
保
健
課
国
民
健
康
保
険
係　

☎
（
86
）
１
１
５
７
［
直
通
］

グラフ１　平成 30 年度特定健診年代別受診状況

40歳～ 44 歳

45 歳～ 49 歳

50 歳～ 54 歳

55 歳～ 59 歳

60 歳～ 64 歳

65 歳～ 69 歳

70 歳～

14 38

28

35

69

114

160

133143

160

85

39

26

20

26.9%

39.2%

42.6%

36.1%

42.7%

50.0%

51.8%

46

2658

57

95

159

218

136 149

131

88

45

29

1929.2%

31.0%

33.7%

32.1%

35.6%

37.5%

52.3%

女　性男　性

100300 200 ０ 100 300200０

受診者数 未受診者数 内数字は受診者の占める割合

グラフ２　平成 30 年度生活習慣病に関わる医療費

入院

虚血性心疾患32.0％
30,558 千円

脳血管疾患31.0％
29,643 千円

腎不全23.7％
22,685 千円

糖尿病 9.3％
8,917 千円

動脈硬化 2.8％
2,634 千円

脂質異常症 0.7％
645 千円

高血圧症 0.5％
470 千円

95,552 千円

外来 腎不全 35.6％
68,172 千円

高血圧症 32.9％
62,921 千円

糖尿病 17.6％
33,782 千円

脂質異常症 6.7％
12,809 千円

虚血性心疾患 3.7％
7,010 千円 動脈硬化 0.1％

181 千円

脳血管疾患 3.4％
6,547 千円

191,422 千円

67



↑カードを携帯しているかたには、積極
的な手助けをお願いします

・耳が聞こえづらいです。
・筆談で会話してください。
・災害時には、周囲の様子を教え
　てください。

↑
カ
ー
ド
裏
面
に
は
、
支
援
し

て
欲
し
い
こ
と
な
ど
を
記
載

↑昨年度の調理実習の様子

↑健康増進のための豊富な運動メ
ニューを実施予定

現
況
届
な
ど
の
提
出
は
お
早
め
に

◆
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

○
現
況
届
の
送
付

　

７
月
下
旬
発
送
予
定

○
受
付
期
限　

　

８
月
１
日
（
木
）
～

８
月
20
日
（
火
）
ま
で

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

①
現
況
届

　

②
児
童
扶
養
手
当
証
書

　

③
印
鑑

　

④
養
育
費
な
ど
に
関
す
る
申
告
書

　

⑤
別
居
監
護
申
立
書
（
児
童
と
別

　

居
さ
れ
て
い
る
か
た
）

※
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届

○
所
得
状
況
届
の
送
付

　

８
月
上
旬
発
送
予
定

○
受
付
期
限

　

８
月
９
日
（
金
）
～

９
月
10
日
（
火
）
ま
で

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

①
所
得
状
況
届

　

②
特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書

　

③
印
鑑

　

④
身
体
障
が
い
者
手
帳
ま
た
は
療

　

育
手
帳

※
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

◆
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
更
新
書
類

○
所
得
状
況
届
の
送
付

　

７
月
下
旬
発
送
予
定

○
受
付
期
限

　

８
月
１
日
（
木
）
～

８
月
20
日
（
火
）
ま
で

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

①
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
支

　

給
資
格
者
証

　

②
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
支

　

給
資
格
者
証
認
定
（
更
新
）
申
請
書

　

③
健
康
保
険
証

　

④
養
育
費
な
ど
に
関
す
る
申
告
書

　

⑤
印
鑑

※
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る
も
の
が

あ
り
ま
す

　町では、「ヘルプカード」の配布を開始しました。
　このカードを持っているかたが困っていたら、「どうしまし
たか」、「何かお困りですか」と声を掛けるなど、思いやりのあ
る行動のご協力をお願いします。

◎問い合わせ先
　役場福祉事務所社会福祉係
　☎（86）1146［直通］

　妊娠初期のかたや内部障がいがあるかたなど、外見から援助が
必要なことが分からないかたが周囲の配慮や支援を得やすくなる
よう作成されたカードです。裏面には、支援してほしい内容が記
載されています。
　カードを持っているかたを見かけた時やカード裏面を提示され
た時は、必要な援助の対応をお願いします。
　カードを希望されるかたは問い合わせください。

ヘルプカードとは

　

町
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
や
そ
の
支
援
者
を

対
象
と
し
た
「
元
気
は
つ
ら
つ
運
動
教
室
～
元
気
自

慢
大
会
～
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
講
師
に
健
康
運
動
指
導
士
を
招
き
、
脳

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
、
全
身
を
鍛
え
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
指
導
が
あ
り
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
健
康
増
進
の
た
め
に
工

夫
し
て
い
る
取
り
組
み
を
共
有
す
る
意
見
交
換
会

（
元
気
自
慢
）
も
実
施
予
定
で
す
。

　

参
加
に
は
申
し
込
み
が
必
要
な
の
で
、
希
望
す
る

か
た
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

８
月
21
日
（
水
）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

○
場
所
＝
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

○
対
象
＝
町
内
在
住
の
高
齢
者
や
そ
の
支
援
者

○
定
員
＝
１
０
０
人

○
必
要
な
も
の

　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
動
き
や
す
い
服
装

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］

元
気
運
動
教
室
を
開
催
し
ま
す

　

町
で
は
、
昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月

１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性
を
対
象
に
、
令
和
３

年
度
ま
で
風
し
ん
の
抗
体
検
査
と
定
期
予
防
接
種
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
世
代
の
か
た
は
、
他
の
世
代
に
比
べ

て
抗
体
保
有
率
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
対
象
者
に
は
、
町
か
ら
無
料
で
受
診
で
き
る

ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
抗
体
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
検
査
の
結
果
、
抗
体
価
が
低
か
っ
た
か
た

は
、
予
防
接
種
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
今
年
度
ク
ー
ポ
ン
券
発
送
対
象
者

　

昭
和
47
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日
ま
で

の
間
に
生
ま
れ
た
男
性

※
昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
47
年
４
月
１
日
ま
で

の
間
に
生
ま
れ
た
男
性
に
は
、
令
和
２
年
度
以
降
に
ク

ー
ポ
ン
券
を
発
送
予
定
で
す
が
、
今
年
度
中
に
風
し
ん

の
抗
体
検
査
や
予
防
接
種
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
ク

ー
ポ
ン
券
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

○
ク
ー
ポ
ン
券
有
効
期
限
＝
令
和
２
年
３
月
31
日

○
実
施
場
所

　

鷹
巣
診
療
所
、
高
野
医
院
、
長
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

※
抗
体
検
査
は
、
町
が
実
施
す
る
特
定
健
診
で
も
受
診

で
き
ま
す
。
特
定
健
診
の
日
程
は
、
広
報
長
島
４
月
号

14
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
ク
ー
ポ
ン
券
は
全
国
で
使
用
で
き
ま
す
。
受
診
で
き

る
医
療
機
関
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

○
必
要
な
も
の

　

ク
ー
ポ
ン
券
、
本
人
確
認
書
類
（
健
康
保
険
証
、
運

転
免
許
証
な
ど
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
保
健
課
保
健
予
防
係

　

☎
（
86
）
１
１
５
７
［
直
通
］

　近年、肥満や脂質代謝異常などの生活習慣病予
備軍と診断される子どもが増えています。
　町では、子どもの生活習慣病予防のために、正
しい食事や健康について学ぶ夏休みキッズ健康教
室を開催します。
　調理実習やクイズなど生活習慣病を楽しんで学
べる機会なので、ぜひ参加してください。
○日時
　８月２日（金）　午前９時 30 分から 12 時 30
分まで
○場所＝町保健福祉センター
○対象
　小学４年生から６年生まで（親子での参加も可）
○参加料＝無料
○必要なもの＝エプロン、三角巾

○定員＝ 15 人
○申込期限＝７月 30 日（火）
○内容
　身体計測、血圧測定、調理実習（昼食付き）など
○申し込み・問い合わせ先
　役場町民保健課保健予防係
　☎（86）1157［直通］

風
し
ん
の
拡
大
防
止
に
ご
協
力
を

夏休みキッズ健康教室開催楽しんで健康を学ぼう

ヘルプカードをご存知ですか？

長島町地域包括支援センターだより

○
提
出
先

　

役
場
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

ま
た
は
指
江
庁
舎
総
合
管
理
課

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

　

☎
（
86
）
１
１
４
６
［
直
通
］

　

町
で
は
、
今
年
度
の
手
当
の
受
給
資
格
を
確
認
す
る
た
め
、
対
象
者
に

次
の
書
類
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。
提
出
が
な
い
場
合
、
受
給
資
格
が
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
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◆ヤンバルトサカヤスデ

０ １ ２ ３ ４

体長：2.5 ㌢～３㌢
色：黄褐色、茶褐色

［㌢］

◆在来種のヤスデ

０ １ ２ ３

体長：２㌢以下
色：黒褐色

［㌢］

↑群れて移動するヤンバルトサカヤスデ

↑ヤスデ防除のために地域一体で環境整備

↑ステンレス板を使ったヤスデ返し

わが家で安心して暮らしていくために
　町では出水市や阿久根市とともに、出水郡医師
会をはじめ、出水地区内の多くの医療・介護関係
団体と協力し、「出水地区在宅医療・介護連携推
進協議会」を設置・運営しています。
　協議会では、「いつまでも、住み慣れた我が家
で自分らしく過ごしたい」その思いに寄り添うた
めに、” 病気や障がいがあっても、住み慣れたそ
れぞれの家で、安心してその人らしく暮らし続け
られるよう” 在宅医療・介護連携推進のための体
制（地域包括ケアシステム）づくりに取り組んで

います。
　まずは、かかりつけ医にご相談ください。担当
のケアマネージャーがいるかたは、ケアマネー
ジャーに相談してください。
◎問い合わせ先
　町地域包括支援センター
　☎（86）1153［直通］
　出水郡医師会在宅医療介護支援センター
　☎（73）2375

ま
ん
延
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

町民プール ( 鷹巣 ) Ｂ＆Ｇプール ( 指江 )

開放日 ７月 26 日～８月 30 日
　（月曜日は休み）

７月 19 日～８月 30 日
（月曜日は休み）

開放時間 午前 10 時～午後５時

休憩時間
正午から午後１時までは、休憩時間とします。
※１時間に 10 分は休憩時間とし、必ずプールから上がっ
てもらいます。

入場料
町内　大人 100 円　小中高生　50 円
町外　大人 200 円　小中高生  100 円
※小学生未満は無料ですが、同伴者がいなければ入場でき
ません。

●町民プール ( 鷹巣 ) と B&G プール ( 指江 )

開放日
夏休み期間中　７月 20 日～８月 30 日まで
※事前の予約が必要です。利用される団体などは、使用
する１週間前までに社会教育課へご連絡ください。

開放時間 午前 10 時～午後５時

休憩時間 正午から午後１時までは、休憩時間とします
※１時間に 10 分は休憩時間とします。

使用料 18 歳未満　カヌー１艇１時間当たり　100 円
大人　　　　カヌー１艇１時間当たり　200 円

● B&G 艇庫（カヌー）( 蔵之元 )

ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス
デ
と
は
？

　

台
湾
原
産
の
外
来
生
物
で
、
県
内
で

は
、
奄
美
地
域
や
南
薩
地
域
な
ど
を
中

心
に
生
息
し
て
い
ま
す
が
、
本
町
で
も

発
生
し
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。

　

農
産
物
や
人
に
害
を
及
ぼ
す
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、繁
殖
力
が
強
く
、

膨
大
な
数
で
集
団
移
動
し
た
り
、
家

屋
の
中
に
侵
入
し
た
り
す
る
の
で
、

強
い
不
快
感
を
与
え
ま
す
。

ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス
デ
が
発
生
中

ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス
デ
の
生
態

・
卵
、
幼
体
、
亜
成
体
、
成
体
と
発

育
し
、
寿
命
は
約
１
年
半
で
す
。

・
集
団
移
動
時
期
は
、
８
月
か
ら
12

月
ご
ろ
ま
で
で
、
こ
の
時
期
は
ま
ん

延
防
止
の
対
策
が
必
要
で
す
。

・
湿
度
の
高
い
雨
上
が
り
の
夜
に
特

に
、
集
団
移
動
す
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。

ま
ん
延
防
止
策

　

ヤ
ス
デ
の
ま
ん
延
は
、
生
息
地
域

か
ら
土
や
肥
料
な
ど
と
と
も
に
、
卵

や
成
体
が
人
為
的
に
運
ば
れ
る
こ
と

が
最
も
大
き
な
原
因
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

・
生
息
地
域
か
ら
園
芸
樹
木
な
ど
の

持
ち
出
し
は
、極
力
避
け
ま
し
ょ
う
。

や
む
を
得
ず
持
ち
出
す
場
合
は
、
株

元
や
根
回
り
の
土
壌
に
じ
ょ
う
ろ
な

ど
を
用
い
て
薬
剤
を
十
分
に
注
ぎ
ま

し
ょ
う
。

・
宅
配
便
で
根
付
き
植
物
を
贈
る
場

合
も
、
薬
剤
処
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
生
息
地
域
か
ら
土
砂
な
ど
を
搬
出

す
る
場
合
は
、
搬
出
現
場
で
薬
剤
処

理
や
薫
蒸
処
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

家
屋
へ
の
防
除
方
法

　

ヤ
ス
デ
は
、
餌
と
な
る
落
葉
な
ど

の
あ
る
と
こ
ろ
や
、
日
当
た
り
の
悪

い
湿
気
の
あ
る
場
所
を
好
み
ま
す
。

ヤ
ス
デ
の
生
息
し
に
く
い
環
境
づ
く

り
を
地
域
で
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
す
。

・
土
手
の
草
払
い
や
下
草
刈
り
を
徹

底
し
て
日
当
た
り
を
よ
く
し
、
暗
く

湿
っ
た
場
所
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・
ヤ
ス
デ
は
薬
剤
に
弱
く
、
表
面
が

つ
る
つ
る
し
た
所
は
進
め
ま
せ
ん
。

・
家
屋
の
周
り
に
薬
剤
を
散
布
し
た

り
、ス
テ
ン
レ
ス
板
を
貼
る
こ
と
で
、

ヤ
ス
デ
の
侵
入
を
防
止
で
き
ま
す
。

駆
除
方
法

・
１
月
か
ら
８
月
の
幼
体
が
多
い
時

期
に
田
畑
の
掘
り
起
こ
し
や
下
草
払

い
を
す
る
と
、
ヤ
ス
デ
の
駆
除
に
効

果
的
で
す
。

・
薬
剤
散
布
は
、
ヤ
ス
デ
が
地
表
で

活
動
す
る
７
月
か
ら
12
月
ま
で
に
行

う
と
効
果
的
で
す
。

※
ヤ
ス
デ
は
外
界
か
ら
刺
激
を
受
け

る
と
、
シ
ア
ン
化
合
物
を
含
む
ガ
ス

を
発
生
し
ま
す
。
ヤ
ス
デ
を
焼
い
た

り
、
熱
湯
を
か
け
た
り
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
介
護
環
境
課
環
境
衛
生
係

　

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］

プ
ー
ル
と
艇
庫
の

　
利
用
を
開
始
し
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
６
５
０
０
［
直
通
］

1011



長島町で働ける求人情報！
・平成３１年６月 １日～６月３０日にハローワーク出水で掲載受理された求人です。
・応募するにはハローワークからの紹介状が必要となります。求人の詳細に
ついてはハローワーク出水にお尋ねください。

・令和元年６月１日～６月 30 日にハローワーク出水で掲載受理された求人です。
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２
日

３
日

４
日

５
日

６
日
～
17
日

９
日

13
日

15
日

18
日

20
日

21
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

30
日

Ｆ
Ｒ
隊
発
足
式　
　
　
　
　
　
　
（
獅
子
島
）

北
薩
地
区
商
工
会
連
絡
協
議
会
交
流
会（

鷹
巣
）

食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会
出
水
支
部
総
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
評
議
員
会　
（
東
京
都
）

全
国
漁
業
信
用
基
金
協
会
鹿
児
島
支
所
運
営
委
員
会

（
鹿
児
島
市
）

長
島
町
議
会
６
月
定
例
会

今
別
府
哲
夫
氏
叙
勲
受
賞
祝
賀
会　
（
葛
輪
）

長
島
町
遺
族
会　
　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

令
和
元
年
度
島
原
・
天
草
架
橋
構
想
お
よ
び

九
州
西
岸
軸
構
想
推
進
地
方
大
会（
天
草
市
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

九
州
経
済
産
業
局
事
業
協
議　
　
　
（
福
岡
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
な
が
し
ま
指
江
店
オ
ー
プ
ン

（
指
江
）

南
九
州
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
と
の
地
域
活
性

化
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
関
す
る
協
定
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
指
江
庁
舎
）

東
町
漁
協
第
71
回
通
常
総
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

e-

Ｔ
ａ
ｘ
（
申
告
）
に
係
る
感
謝
状
贈
呈

（
役
場
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

小
浜
海
水
浴
場
奉
仕
作
業
あ
い
さ
つ（
小
浜
）

長
島
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
総
会

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

Ｊ
Ａ
農
政
連
い
ず
み
支
部
総
会　
（
出
水
市
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

治
山
林
道
協
会
総
会　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

令
和
元
年
度
長
島
町
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

（
蔵
之
元
）

６月

　切り絵は紙とナイフさえあれ
ば、すぐに始められる。身近で
楽しい表現です。
　ねこの可愛さを感じてください。

　学校で１度もしゃべったこと
がない男の子がいます。
　ちょっと変だけど気になる。
そんな男の子のお話です。

山
下　

賢
二　

著

　「
や
ま
し
た
く
ん
は

し
ゃ
べ
ら
な
い
」

高
木
　
亮
　
著

「
12
か
月
のねこ

切
り
絵
」

葉
桜
の
木
漏
れ
日
グ
ラ
ン
ド
に
珠
を
追
ふ
友
ら
そ
れ
ぞ
れ

幸
せ
語
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下　

ち
江

夕
暮
れ
の
電
線
に
黒
ポ
リ
か
ら
み
ゐ
て
鴉
飛
び
来
て
共
に

並
べ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樫
平　

頼
子

順
番
が
迫
り
て
競
に
引
く
仔
牛
心
あ
る
が
に
目
を
合
は
せ

鳴
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

植
う
る
待
つ
水
を
張
る
田
の
さ
ざ
波
が
朝
日
に
き
ら
め
く

静
か
な
る
峡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

軒
下
に
植
ゑ
た
る
苦
瓜
の
細
き
苗
勢
ひ
づ
き
て
競
ふ
ご
と

伸
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

杖
を
つ
き
わ
が
歩
き
ゆ
く
道
端
に
紫
陽
花
盛
る
朝
日
を
う

け
え
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

退
院
せ
し
わ
が
側
に
来
て
ハ
イ
タ
ッ
チ
曾
孫
は
疾
風
の
ご

と
く
消
え
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

雨
の
日
に
遊
び
し
猫
は
土
砂
色
の
足
型
つ
け
て
愛
車
の
上

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

石
の
段
立
て
ば
青
空
雲
な
く
て
独
り
占
め
し
て
梔
子
匂
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

柿
若
葉
納
屋
に
遣
り
し
父
の
鍬　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

天
道
虫
年
金
暮
し
の
令
和
か
な　
　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

薫
風
や
女
相
撲
の
力
瘤　
　
　
　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

五
月
雨
や
道
の
り
遠
き
父
母
の
墓　
　
　
　

坂
口　

静
子

薫
風
や
子
の
泣
き
止
み
し
お
ま
じ
な
い　
　

白
男
川
孝
仁

ふ
る
里
を
包
ん
で
届
く
粽
か
な　
　
　
　
　

大
堂　

正
弘

薫
風
や
「
令
和
」
を
説
け
る
指
導
主
事　
　

二
階
堂
妙
子

入
学
の
式
辞
に
入
れ
し
「
令
和
」
か
な　
　

脇
田　

武
志

花
二
つ
紫
陽
花
青
き
う
す
月
夜　
　
　
　
　

二
階
堂
恵
子

飛
来
す
る
燕
を
我
家
に
招
く
孫　
　
　
　
　

関　

喜
久
雄

［
短
歌
］

村
芝
居
シ
マ
の
合
羽
に
三
度
笠
粋
な
青
年
今
は
八
十
路
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

大
正
に
生
ま
れ
し
叔
母
は
ま
だ
健
在
令
和
迎
え
て
今
だ
青

春
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

如
月

紫
陽
花
の
ほ
の
か
な
紅
に
そ
っ
と
ふ
れ
友
と
歩
い
た
道
は

今
な
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

ポ
イ
捨
て
の
川
に
浮
き
た
る
プ
ラ
ご
み
は
雨
降
る
た
び
に

こ
こ
か
ら
消
ゆ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

今
の
世
は
考
へ
見
れ
ば
場
所
有
る
や
年
老
い
同
士
出
会
い

場
所
有
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

［
俳
句
］

明
け
や
ら
ぬ
闇
一
杯
に
虫
の
声　
　
　
　
　

宗
方　

清
明

草
津
に
て
湯
も
み
の
板
を
我
は
持
ち
熱
湯
も
む
な
り
人
に

見
ら
れ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

き
み
ど
り
の
色
づ
く
前
の
紫
陽
花
を
ひ
と
枝
手
折
る
た
め

ら
い
な
が
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

父
の
日
の
今
日
も
過
ぎ
た
り
子
は
誰
も
音
沙
汰
あ
ら
ず
日

が
暮
れ
て
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

朝
の
露
払
い
て
原
に
摘
む
ワ
ラ
ビ
折
れ
ば
た
ち
ま
ち
折
り

口
湿
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
洋
子

人
間
は
気
ま
ず
い
時
に
咳
払
い
す
る
事
あ
り
て
吾
も
な
し

お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
義
彦

「
カ
ッ
コ
ー
」
が
交
差
点
に
て
鳴
き
て
お
り
人
に
遅
れ
ず

歩
け
歩
け
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
益
信

先
の
事
は
先
で
も
よ
ろ
し
こ
こ
は
ま
ず
酒
で
も
飲
ん
で
語

り
あ
か
そ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
　
学

柿
若
葉
令
和
の
シ
ー
ル
樽
酒
に　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

蛍
舞
ふ
蚊
帳
の
中
な
る
闇
の
過
去　
　
　
　

肥
後　

広
行

立
夏
か
な
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
水
平
線　
　

迫
口　

君
代

み
や
ま
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

　

毎
年
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
て
い
る
、
霧
島
国
際
音
楽
祭

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
長
島
で
公
演
し
ま
す
。
上
質
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
公
演

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

○
公
演
日
時
＝
７
月
27
日
（
土
）　

午
後
６
時
開
場　

６
時
30
分
開
演

○
会
場
＝
町
文
化
ホ
ー
ル

○
チ
ケ
ッ
ト　

一
般　

５
０
０
円

　
　
　
　
　
　

高
校
生
以
下　

無
料

○
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
＝
町
文
化
ホ
ー
ル
、
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

夏
休
み
は
親
子
で
楽
し
も
う

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
６
５
０
０
［
直
通
］

「
万
引
き
家
族
」
上
映
会
を
開
催

　

第
71
回
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で
、
最
高
賞
で
あ
る
パ
ル
ム
・
ド

ー
ル
を
受
賞
し
た
万
引
き
家
族
の
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。
家
族

と
社
会
の
あ
り
方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
同
作
を
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

○
上
映
日
＝
８
月
10
日
（
土
）

○
上
映
時
間

　

①
昼
の
部　

午
後
２
時
～
４
時
（
開
場
１
時
30
分
）

　

②
夜
の
部　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分
（
開
場
６
時
）

○
会
場
＝
町
文
化
ホ
ー
ル

○
前
売
り
券　

大
人　

１
０
０
０
円
（
当
日
１
２
０
０
円
）

　
　
　
　
　
　

高
校
生
以
下　

５
０
０
円
（
当
日
６
０
０
円
）

○
前
売
り
券
販
売
所
＝
町
文
化
ホ
ー
ル
、
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
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巡
回
無
料
法
律
相
談
会
開
催

　

鹿
児
島
県
弁
護
士
会
で
は
、
当

会
所
属
の
弁
護
士
を
派
遣
し
て
各

地
を
巡
回
す
る
形
で
の
無
料
法
律

相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

当
会
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

日
常
生
活
で
の
悩
み
事
や
ト
ラ
ブ

ル
に
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供

す
る
環
境
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

身
近
な
こ
と
か
ら
何
で
も
構
い

ま
せ
ん
の
で
、
遠
慮
な
く
利
用
く

だ
さ
い
。

※
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
、
予
約

制
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
日
時

　

８
月
７
日
（
水
）

　

午
後
１
時
～
４
時

○
場
所

　

町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
行
政
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
直
通
］

専
門
家
に
よ
る
巡
回
相
談

　

町
で
は
、
身
体
や
こ
こ
ろ
な
ど

を
含
め
た
生
活
全
般
の
相
談
に
対

応
す
る
相
談
支
援
事
業
を
、
一
般

相
談
支
援
事
業
所
「
あ
い
わ
の

里
」
に
委
託
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
身
体
の
こ
と
、
こ
こ
ろ
の
こ

と
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど

生
活
全
般
の
相
談
に
、
社
会
福
祉

士
、
臨
床
心
理
士
、
理
学
療
法
士
、

言
語
聴
覚
士
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
な

ど
の
専
門
職
が
対
応
し
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
で
す
。
ど
な
た
で

も
お
気
軽
に
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時
・
場
所

　

①
７
月
23
日
（
火
）

　
　

・
午
前
８
時
30
分
～
10
時

　
　
　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

・
午
前
10
時
30
分
～
12
時

　
　
　

老
人
憩
い
の
家

　
　

・
午
後
１
時
～
３
時

　
　
　

指
江
庁
舎

　

②
８
月
13
日
（
火
）

　
　

・
午
前
９
時
～
12
時

　
　
　

獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー

　
　

・
午
後
１
時
～
３
時

　
　
　

獅
子
島
島
内
巡
回（
要
予
約
）

　

③
８
月
27
日
（
火
）

　
　

・
午
後
１
時
～
３
時

　
　
　

川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
時
間
帯
に
は
相
談
員
が
常
駐
し

ま
す
。

※
９
月
以
降
の
日
程
は
、
広
報
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
自
宅
へ
の
訪
問
依
頼
や
そ
の
ほ

か
の
相
談
に
つ
い
て
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

　

☎
（
86
）
１
１
４
６
［
直
通
］

　

あ
い
わ
の
里
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
75
）
２
４
０
１

沖
縄
戦
没
者
追
悼
式
参
列
遺
族
募
集

　

鹿
児
島
県
出
身
沖
縄
戦
没
者
追

悼
式
へ
の
参
列
を
希
望
さ
れ
る
遺

族
の
か
た
を
募
集
し
ま
す
。

○
期
日
＝
11
月
12
日
（
火
）

○
場
所

　

鹿
児
島
霊
園
（
沖
縄
県
糸
満
市

平
和
記
念
公
園
内
摩
文
仁
の
丘
）

○
対
象
者

　

沖
縄
ま
た
は
沖
縄
近
海
で
の
戦

闘
で
戦
没
し
た
か
た
の
配
偶
者
ま

た
は
三
親
等
内
の
遺
族

○
申
込
期
間

　

８
月
１
日
（
木
）
～
30
日
（
金
）

○
募
集
人
数
＝
９
人

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
福
祉
事
務
所
老
人
福
祉
係

　

☎
（
86
）
１
１
４
６
［
直
通
］

シ
ニ
ア
層
職
場
体
験
参
加
者
募
集

　

シ
ニ
ア
層
が
介
護
施
設
で
生
活

介
護
の
一
部
（
掃
除
や
配
膳
、
調

理
補
助
な
ど
）
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

人
材
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
に

な
る
た
め
の
職
場
体
験
を
実
施
し

ま
す
。

○
対
象
者

　

55
歳
以
上
の
心
身
と
も
に
元
気

な
か
た

○
実
施
時
期

　

８
月
6
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で

の
間
で
希
望
す
る
５
日
間

○
参
加
料
＝
無
料

○
体
験
介
護
施
設
＝
出
水
地
区
内

９
施
設

○
体
験
内
容

　

介
護
施
設
で
の
生
活
介
護
の
一

部
や
作
業
の
サ
ポ
ー
ト
体
験

○
申
込
締
切
＝
７
月
31
日
（
水
）

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
86
）
０
１
９
０

エ
コ
リ
ア
リ
サ
イ
ク
ル
祭
り
開
催

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ

ア
北
薩
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
施

設
の
仕
組
み
な
ど
を
展
示
し
、
実

際
の
運
転
状
況
が
見
学
で
き
る
見

学
者
コ
ー
ナ
ー
を
常
設
し
て
い
ま

す
。

　

８
月
４
日
に
は
、
粗
大
ご
み
か

ら
修
理
再
生
さ
れ
た
自
転
車
や
家

具
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
を
行
い

ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
に
搬
入
さ
れ
た
書
籍
・
衣
類

な
ど
を
数
量
限
定
で
無
料
頒は
ん
ぷ布

し

ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

○
展
示
期
間

　

７
月
16
日（
火
）～
８
月
１
日（
木
）

　
（
土
、
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～

午
後
４
時
30
分
）

○
抽
選
会
日
時

　

８
月
４
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
無
料
頒
布
開
始

　

午
前
10
時
～
抽
選
会

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ
ア
北
薩

　

☎
（
84
）
４
１
１
１

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
採
用
試
験

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は

次
の
と
お
り
、
職
員
採
用
試
験
を

実
施
し
ま
す
。

○
試
験
職
種
＝
一
般
事
務
職

○
受
験
資
格

　

①
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平

　

成
14
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

　

れ
た
人

　

②
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学

　

校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人

　

③
原
則
と
し
て
、
採
用
と
同
時

　

に
出
水
市
、
阿
久
根
市
ま
た
は

長
島
町
に
居
住
で
き
る
人

○
採
用
予
定
人
数
＝
１
人

○
試
験
内
容

　

・
第
１
次
試
験

　
　

基
礎
能
力
検
査
、
事
務
能
力

　

検
査
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
検
査

　

・
第
２
次
試
験

　
　

作
文
試
験
、
個
別
面
接
試
験

○
試
験
日
・
場
所

　

・
第
１
次
試
験

　
　

９
月
22
日
（
日
）

　
　

出
水
市
野
田
支
所
２
階　
　

　

２
０
１
会
議
室

　

・
第
２
次
試
験

　
　

日
時
・
場
所
は
第
１
次
試
験

　

合
格
者
発
表
時
に
通
知

○
受
験
手
続
き

　

受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
北
薩
広
域
事
務
組
合
総
務

課
（
出
水
市
役
所
野
田
支
所
２

階
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
験
申
込
書
は
北
薩
広
域
行
政

事
務
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。
役
場
総

務
課
で
も
準
備
し
て
い
ま
す
。

○
受
験
申
込
受
付
期
間

　

８
月
１
日
（
木
）
～
22
日
（
木
）

ま
で
の
午
前
８
時
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で（
土
、日
、祝
日
は
除
く
）

と
し
、郵
送
の
場
合
は
22
日
（
木
）

ま
で
の
消
印
有
効
と
し
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
総
務
課

　

☎
（
84
）
４
８
１
５

高
校
生
税
の
作
文
募
集

　

国
税
庁
で
は
、
高
校
生
の
皆
さ

ん
か
ら
税
に
関
す
る
作
文
を
募
集

し
ま
す
。

　

○
テ
ー
マ

　

税
の
意
義
と
役
割
に
つ
い
て
考

え
た
こ
と

○
内
容

　

税
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
や
身
近

な
税
の
話
題
に
つ
い
て
考
え
た
こ

と
な
ど

○
文
字
数

　

８
０
０
字
以
上
１
２
０
０
字
以
内

○
締
め
切
り
＝
９
月
５
日
（
木
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

　国保税は国保制度を支える貴重な財源です。長
島町を含む県内すべての市町村で、８月を「鹿児
島県県下一斉国保税滞納整理強化月間」と定め、 
納税意識を高める取組みや納税相談、戸別徴収を
実施します。
※災害や失業、病気などのやむを得ない事情で
国保税を納期限までに納めることができない場合
は早めに問い合わせください。
　期限内納付のご協力をお願いします。
◎問い合わせ先
　役場税務課管理収納係　☎（86）1172［直通］

８月は国保税滞納整理強化月間

ＴａｘＮｅｗｓ
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↑川添町長から FR隊の隊員証交付

長島町 FR隊発足式

獅
　６月２日、長島町ファーストレスポンダー隊（長
島町FR隊）の発足式が獅子島アイランドセンター
でありました。
　FR 隊は、分遣所の救急隊との接触まで、確実
な応急手当と搬送を行い、救急隊の活動を補助し、
町民の救命率向上に寄与することを目的として発
足されました。
　これまでも、獅子島島内においての救急事案で
は、消防団員らがチャーター船などで搬送し、各
港で待機する救急隊に引き渡してきました。
　今回の FR 隊の発足にあたり、消防団員ら 28
人は、24 時間におよぶ応急手当普及員講習を受
講し、獅子島島民のさらなる救命率向上がはから
れます。

子島の救命率向上目指す

↑パソコンを使って発表する生徒たち

Ｎセンターと連携した職業体験学習

験内容をネットで情報発信体
　平尾中学校（屋田光章校長・31 人）では、６月４日、
５日の２日間、２年生を対象に長島大陸Ｎセンター
と連携した情報収集・発信学習を実施しました。
　これは生徒が町内の農家で職業体験を行い、生
産現場の様子をインターネットを利用して情報発
信できるようになることを目的としています。今
回は山上農園、丸英ファーム、マルイシ食品で職
業体験を行いました。
　Ｎセンターでは、職場体験で得たことをパソコ
ンでまとめて、ホームページの作成を行い各グ
ループごとに発表会を行いました。

↑部員の演奏に耳を傾ける利用者のかたがた

川床中吹奏楽部が慰問演奏会

楽で元気を与える音
　川床中学校吹奏楽部は６月８日、特別養護老人
ホーム「さざなみ」で慰問演奏会を開催しました。
　この日は同部の部員と顧問ら 10 人がトラン
ペットやクラリネット、フルートなどで「ハナミ
ズキ」や「ふるさと」、大河ドラマ「西郷どん」
の主題歌などを披露。素晴らしい演奏に拍手が沸
き、アンコールも行われるなど利用者のかたも満
足した様子でした。
　部長の浦若菜さんは「最初は緊張した。演奏中
の手拍子がうれしかった」と笑顔を見せました。

↑ダンススターに選ばれた町田さん

↑ロードミラーを丁寧に掃除する会員ら

町商工会がボランティア

掃活動で地域貢献清
　６月 10 日の「商工会の日」にあわせて、長島
町商工会（木場盛二会長）は町内道路沿いのロー
ドミラー清掃を行いました。
　このボランティアは、日ごろお世話になってい
る地域のかたへの感謝を込めて実施されているも
ので、会員らはこの日約 100 基のロードミラー
を清掃しました。木場会長は「きれいなミラーで、
交通事故が少しでもなくなれば」と額の汗をぬぐ
いながら話しました。↑時計作りに挑戦する親子

蔵之元小学校森林体験学習

子で林業を学ぶ親
　6月 8日、蔵之元小学校（肥後広行校長・66 人）
では、長島の森林づくり推進協議会と県北薩地域
振興局の職員らを講師に迎え、全児童とその保護
者を対象に森林体験学習を行いました。
　「木を植えて、育てて、使う」という循環する
森林・林業の重要性と役割を知ることを目的に、
森林の機能や木材の性質などについて学んだ後、
出水地域で生産されたスギ材を使って、オリジナ
ル木製時計を親子で協力して製作しました。
　３年生の鈴木心

ここな

那さんは「良い時計が作れて嬉
しい。家で大事に飾りたい」と笑顔で話しました。

チアダンス少年団が講習会参加

田さんがチアフェス出場へ町
　長島町チアダンススポーツ少年団の児童 11 人
が６月１日、鹿児島純心女子大学で開催された
USAジャパン主催の講習会に参加しました。
　USA ジャパンはチアリーディング・ダンス競
技の普及団体で、毎年鹿児島で講習会を実施して
おり、今回は県内外の学生・社会人ら約 230 人
が参加。公認インストラクターからのレッスンや
ダンスの実践が行われました。
　講習会を通して最も輝いていた人に贈られる
「ダンススター」を鷹巣小５年の町田也実さんが
受賞し、９月 16 日に福岡で開催される「チアリー
ディング・ダンスフェスティバル九州」に出場す
ることが決まりました。
　町田さんは「楽しく踊れるようにがんばりたい」
と意気込みを見せました。 ↑一時救命処置の実演を披露
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↑福滿巡査部長から防犯意識の大切さを学ぶ児童↑宮路さんの愛情を受けるれいわ

↑川添町長へ感謝状を贈呈する高山署長（写真左）

出水税務署が本町に感謝状贈呈

㌫を e-Tax で申告97
　６月 24 日、出水税務署の高山伸也署長から本
町に感謝状が贈呈されました。
　これは、平成 30 年度分所得税の確定申告にお
いて、本町が国税電子申告・納税システム（e-Tax）
を積極的に活用してデータを税務署に送り、双方
の事務作業の効率化に協力したことによるもの
です。平成 30 年度分確定申告のうち約 97 ㌫が
e-Tax を利用して申告されました。
　川添町長は「これからも活用し、効率化につな
げたい」と話しました。↑内閣総理大臣メッセージ伝達の様子

社会を明るくする運動伝達・出発式

罪のない社会を目指して犯
　毎年７月は社会を明るくする運動強化月間で
す。この運動の啓発を図ろうと７月１日、役場で
伝達式と出発式がありました。
　出水保護区保護司会長島支部の山角美治保護司
が内閣総理大臣からの、同支部の前田益久保護司
が県知事からの社会を明るくする運動メッセージ
を川添町長へ伝達しました。
　川添町長は「皆さんの活動が町民の安全・安心
な生活に貢献することを期待する」とあいさつし
ました。
　式後は、町内を二手に分かれ街宣活動を行いま
した。

城川内小集団下校訓練

安
　城川内小学校（海江田徹男校長・96 人）では、
６月 12 日、全児童を対象に集団下校訓練を実施
しました。
　学年ごとに集団下校を行うときの注意点の説明
を聞いた後、居住する各地区に分かれ、登下校ルー
トの確認などがありました。
　スクールバスで登下校する汐見地区では、阿久
根警察署指江駐在所の福滿翔太巡査部長を招き、
犯罪や事故に巻き込まれないために、バスを待つ
間に気を付けることについて話し合いました。５
年生の川添みはるさんは「本などを読まないで周
りに注意して待つ」と発表しました。
　下校時には、汐見地区の児童と先生が一緒にス
クールバスに乗り込み、事故が起きそうな場所を
確認し、安全への意識を高めました。

全に行動する力を養う
子牛のれいわがすくすく成長

情受けて立派に育って愛
　宮路幸雄さん（矢堂）が所有する令和初日に生
まれた雌牛「れいわ」が順調に育っています。
　母牛の「さゆり」が当初２日に出産予定でした
が、４月 30 日の午後 10 時に産気づき、１日午
前３時ごろに生まれました。
　種雄牛として評価が高い「幸紀雄」を父牛に持
つれいわ。宮路さんからの期待は大きく「令和を
祝って、元気いっぱいに生まれてきてくれた。た
くさんかわいがって、優良牛に育てたい」と笑顔
で話しました。

↑横一列に並び苗を植える生徒たち

川床中学校がフラワーロード整備

れいな景観づくりをき
　川床中学校（脇田武志校長・47 人）では県道
47 号線沿いの花壇を管理しており、定期的に草
むしりなどを行っています。
　６月 11 日と 12 日の午前中、地区総体で残っ
た生徒らが二手に分かれ、花壇の花の植え替えを
行いました。手で雑草を１本ずつ丁寧に取り除い
た後、ニチニチソウとセンニチソウの苗を植えて
いきました。
　２年生の金山煌

きら

さんは「きれいな花が咲いてほ
しい」と心地よい汗を流していました。 ↑優勝した鷹巣中チーム

町教職員ミニバレーボール大会

巣中が２連覇鷹
　長島町教職員ミニバレーボール大会が６月 22
日、町総合町民体育館でありました。
　今回は町内の小中学校の教職員など 152 人、
12 チームが参加。鷹巣小学校の大野憲久校長が
「バレーを通して、各校の親睦を深めて」とあい
さつし、競技が始まりました。
　和気あいあいとした雰囲気で好プレーも多数あ
り、チームワークで勝った鷹巣中学校が優勝に輝
きました。鷹巣中の有馬秀文校長は「２連覇達成
できてうれしい」と喜びました。
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↑畑一面に広がる菜の花（３月下旬、蔵之元地区）

10,394 (- 19)
  5,040 (- 10)
5,354 (- ９)
  4,496 (- ６)
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月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）
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７/28
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○いまむらクリニック 73-1700
○高尾野診療所 82-0017
○東医院 67-1861
○あくね歯科医院 72-0556
□しおかぜ薬局 88-6011
□市民調剤薬局 68-0150
□高尾野会営薬局 64-2110
□スマイル薬局出水店 67-2055
□そうごう薬局 64-8161
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）
◎母子相談（2カ月）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

山の日

○鷹巣診療所 86-0054
○門松医院 64-6100
○来仙医院 84-2005
○市川医院 63-3151
○よしだ歯科クリニック 79-3443
□長島調剤薬局 64-5555
□ゆうゆう薬局 73-2907
□スマイル薬局 84-2430
□第二緑調剤薬局 63-1177
□かしま薬局 63-3970
◇こどもクリニック永松64-1500

振替休日

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
○平尾診療所 88-2595
○山田クリニック 72-0420
○吉井中央病院 62-3111
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○石沢歯科医院 84-4411
□よつば薬局 79-4331
□マリン薬局 63-6678

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油

（獅子島）

◎特定健診、胃がん検診
（町文化ホール）

○鷹巣診療所 86-0054
○北国医院 72-0016
○クリニック．なかむら 62-0241
○恒吉医院 82-0048
○しお歯科医院 67-5844
□長島調剤薬局 64-5555
□上野薬局 72-1016
□ふれあい薬局 63-3070
□会営薬局 64-8280
◇出水総合医療センター 67-1611

◎特定健診、胃がん検診
（町文化ホール）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）
◎特定健診、胃がん検診

（蔵之元公民館）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎特定健診、胃がん検診
（平尾小学校体育館）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎特定健診、胃がん検診
（川床コミュニティセンター）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎特定健診、胃がん検診
（山門野コミュニティセンター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○長島クリニック88-6405
○脇本病院 75-2121
○阿久根眼科 72-0040
○三慶医院 63-2333
○平田整形外科クリニック 62-8801
□しおかぜ薬局 88-6011
□高松薬局 73-4002
□タカラ調剤薬局 62-8813
□ひまわり薬局 62-6070
□さくら薬局 63-7700
◇キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎１歳６カ月健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！
●８月 11 日は山の日です。
　山の日は「山に親しむ機会を得て、山の恩恵に感謝する」ことを趣旨としています。
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